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■地下開発利用研究センター設立２０周年を迎えて■ 

平成元年(1989 年)9 月に地下開発利用研究セン

ターが設立されて、このたび 20 周年を迎えるこ

とになりました。 
これは一重に関係省庁、関係機関及び学識経験

者の方々からのご指導、賛助会員の皆様からのご

支援及び積極的なセンター活動へのご参加の賜物

であり、関係者の皆様に厚く御礼を申し上げ感謝

の意を表する次第であります。 
当センターでは、平成元年の設立当時から関係

方面の方々との緊密な協力により色々な方面の調

査検討を手掛けてきましたが、その中でも大深度

地下空間開発技術の研究開発、石油ガス備蓄技術

の調査研究、地下開発利用のマスタープランの検

討などを大きな柱として活動が活発に開始されて

おります。 
1990 年代後半には大深度地下空間開発技術研

究開発事業も成功裏に終了し、マスタープラン関

係も 1990 年代半ばに「地下空間利用ガイドブッ

ク」として成果の一部が取りまとめられました。

石油ガス備蓄技術の調査研究は、技術調査(ハード、

総合)から予備調査(概要)と進展し、石油ガス国家

備蓄の実現見通しが得られることとなり、1990
年代半ばには、液化石油ガスの国家備蓄に関する

調査(概要調査、詳細調査、基本計画調査)の段階

に移行して行きました。当センターとしては、液

化石油ガスの国家備蓄関連業務については専門の

組織として「備蓄プロ 
ジェクト室」を設けて、 
立地調査など各種調査 
検討について積極的に 
対応致しました。現在、 
そういった成果をベー 
スとして、波方、倉敷 
で液化石油ガス備蓄基 
地工事が着々と進んで 
おり、あと数年でその 
施設が現実のものとなりつつあります。まさに先

人のご努力の賜物であるとの思いが致します。 
一方、都市における新たな公共空間の必要性に

より、平成 12 年(2000 年)には「大深度地下利用法」

が制定され、一年後には施行されました。最近で

はエネルギー問題、地球環境問題などから新・国

家エネルギー戦略も策定され、エネルギーの貯蔵

方式、核燃料サイクルにおける地層処分などエネ

ルギーに関する地下開発利用も取り上げられてお

ります。また、近年完成しております都市型イン

フラの地下鉄、都市高速道路などの地下空間利用

建設技術も大きく進歩してきております。 
当センターの活動も我が国の社会経済情勢を背

景として動いてきておりますが、今般の 20 周年を

期に機関紙「Engineering」に当センターの特集号

を組み、その中で座談会、インタビュー、寄稿な
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ど多面的な記事の形で背景なども含めてご紹介す

ることになっておりますので、ご高覧頂ければ幸

甚です。また、本年 10 月上旬に関係者の方々が顔

を合わせて、当センターの過去、現在及び未来な

どを語らって頂く20周年記念の懇親会も企画して

おりますので、そういった機会にご参加頂き、大

いに語って頂ければと思います。 
ここ数年に、所謂未踏空間領域への更なる挑戦

の動きが出て来ているのではないかと感じており

ます。それは海洋開発、宇宙開発であり、それぞ

れ、2007 年 4 月に海洋基本法が成立、2008 年 5
月に宇宙基本法が成立しております。やはり次に

来る第 3 の未踏空間は地下利用ではないかと思っ

ております。利用に当たっての基本法は先に述べ

ました「大深度地下利用法」で既に整備されてい

る所ですので、地下利用については、具体的な利

用方法の工夫とかアイディア、地下利用施設特有

の技術基準の整備などが重要と考えられます。当

センターでは最近の活動はそういった工夫、アイ

ディアにつながるような専門部会活動、サブワー

キンググループ活動、具体的テーマの FS 調査など

も活発に実施してきております。地下空間利用は

人類にとってまだまだフロンティアの領域であり、

この 20 周年に当たり、今後も当センターはチャレ

ンジ精神を持って各種事業活動に取組んで行かな

ければならないと認識を新たにしている所であり

ます。 
最後になりますが、関係各位の皆様のご理解と

ご協力に改めて御礼申し上げますとともに、今後

とも当センターに更に一層のご支援を賜りますよ

うお願い申し上げます。 

■平成 21 年度 (財)JKA 補助事業 委員会報告■ 

＊本事業は競輪の補助金を受けて実施しています。 

□□地地下下水水・・再再生生水水利利活活用用のの地地下下空空間間利利用用にに関関すするる調調査査  

平成 21 年度第 1 回委員会(委員長：德永 朋祥 
東京大学 大学院新領域創成科学研究科 環境シ

ステム学専攻 准教授)が、平成21年7月 30日(木)
に当協会会議室で開催され、平成 21 年度の実施

計画に基づき、調査研究の進め方が審議されまし

た。 
１．目的 
 本研究では、地下の高度利用における周辺技術

や事例等を検証し、都市内の熱循環やヒートアイ

ランド対策、CO2 削減、防災・減災に対して高い

有効性の考えられる水循環系と防災・減災システ

ム構築の実現化に向け、小規模地下貯水槽への分

散貯留と、これら個別貯槽をネットワークで結ぶ

システムの実現に向けたソフト・ハード面での提

案・提言を行うものです。 
２．研究内容 
 (1) 基本コンセプトの検討 
 (2) 環境保全・改善効果の評価指標の検討 
 (3) 事業化地域の選定 
  ・ 事業化地域の選定手法の概略検討 
 (4) 各施設構造・機能等のシステム概略検討 
  ・ 余剰水・涵養雨水の質・量的評価手段 
  ・ 分散貯留施設の広域連携施設 
  ・ 貯留施設と防災・減災施設との連携 

■平成 21 年度 日帰り見学会 報告■ 
□東京急行電鉄㈱ 東横線 渋谷駅～代官山駅間地下化工事 

 平成 21 年度 2 回目の日帰り見学会を 7 月 31 日

(金)に実施しました。この工事は、平成 24 年度に

開業を目指す大型事業で、東京急行電鉄㈱東横線

が代官山～渋谷駅間で地下化されて、東京メトロ

副都心線に乗り入れ連結するものです。 
渋谷駅再開発の核となるプロジェクトのひとつ

ですが、この工事は、シールド工法の最先端技術

の一つアポロカッター工法が採用されています。 
このアポロカッター（All Potential Rotary 

Cutter）は、あらゆる(断面を掘削できる)可能性を

秘めた回転式カッターという意味を表しています。

掘削断面は、8 の字を横にした矩形に近い特殊断

面ですが、機械先端にあるカッターが偏芯・揺動

して隅々を掘ることが出来ます。セグメントも中
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間に鋼製の柱を立てる特殊構造ながら、二次覆工

はありません。円形の余分な部分を省き、矩形に

近い形状にしているため経済的な断面となってい

ます。 
このトンネルは営業線直下を掘進するため、線

路防護は厳格で綿密な管理下で施工されています。

その線路防護工事の概要についての説明もあり、

沈下計データなどをリアルタイムで管理する中央

管理室も拝見し、この工事が如何に細心の注意を

要し、ご苦労の多いことも良くわかりました。 
見学に際し、詳細な説明などご協力いただきま

した鹿島・西松・鉄建 JV の所長をはじめ関係者の

皆様へ、この紙面を借りて心より御礼申し上げま

す。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■地下情報化部会 江戸川区葛西駅前「地下機械式駐輪場」調査報告■ 

「地下情報化部会」では、平成 21 年 7 月 15 日

（水）地下空間を利用した施設の調査を目的とし

て、江戸川区役所土木課殿の協力の下、地下鉄東

西線葛西駅前「地下機械式駐輪場」を視察し、調

査を実施致しました。 
江戸川区は、都市地下空間にマッチし、利便性

に優れた駐輪場建設に向け、国土交通省、東京都

より補助金を確保し、総合評価方式により平成 17
年 10 月に公募を開始しました。その結果、地下空

間を利用した日本初の「地下一層自走式併用の地

下機械式駐輪場部分」を整備し（総事業費 66.4 億

円）、平成20年4月1日より営業を開始しました。 
この施設は日本最大規模を誇る地下駐輪場で、

自転車 9,400 台の収容能力があり、磁気カードと

自転車に取り付けた IC タグとの組合せにより、簡

便でスピーディーな入出庫操作（1 分間に 2 台以

上）を実現しました。駐輪場の整備後には、放置

自転車は激減し、町の景観美化にも大きく貢献し

ました。 
機械式駐輪場は１基当り180台収容のものが36

基建設されております。機械式駐輪場の施工には、

アーバンリング工法が採用され、従来工法より大

幅な建設工期の短縮を行いました。 
本施設は、土木学会より安全性、利便性、景観に

配慮した優れた施設と評価され、平成 20 年度「土

木学会技術賞」を受賞しました。また、全国の自

治体からも大きく注目され、多くの取材や視察を

受けるとともに、同様の駐輪場建設が進んでいま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
アポロカッターの動作 

参加者一同 

(JFEエンジニアリング株式会社ホームページより転載
http://www.jfe-eng.co.jp/product/machinery/machine
ry5421.html) 

参加者一同 
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■新任のご挨拶■ 
佐藤 一浩（技術開発第一部 研究主幹） 

8月1日付で技術開発第一

部に着任致しました佐藤

です。出向元は前任者と

同じ日揮㈱です。 
製薬会社、外資系製薬

機械メーカーを経て日揮

で製薬プラントのプロジ

ェクトとコスト管理を担 
当していました。今まで経験した分野は製薬プラ

ントのエンジニアリングで、具体的には、製薬プ

ラントにおける発酵や有機合成による製造技術、

無菌化、医薬品の品質確保のための設計技術など

に取り組んできました。 
 地下センターでの業務は私にとっては未知の世

界ですが、将来の日本のあり方を考えている皆様

方とご一緒に仕事が出来ることを楽しみにしてお

ります。至らぬ所も多々あるかと思いますが、精

一杯努力致しますので、皆様方のご指導ご鞭撻の

程よろしくお願い致します。 
（平成 21 年 8 月 3 日着任） 

■会員の皆様へのお知らせ■ 

□第 321 回サロン・ド・エナ開催の御案内 
日  時： 平成 21 年 10 月 21 日（水）16：30～19：00（於：当協会 ６階ＣＤＥ会議室） 
テ ー マ：  東京駅が街になる－日本の中央駅の時空 その歴史と未来－ 
講  師： 野崎 哲夫 殿  株式会社鉄道会館 代表取締役社長 
講演趣旨： 東京駅は、１９１４年(大正３年)１２月に開業以来、全国鉄道網の出発点である中央停車

場として、その使命を果たし、進化し続け、間もなく１世紀を迎えます。 
辰野 金吾設計の丸の内駅舎（現在重要文化財、復原工事中）とホーム４面でスタートし

た東京駅は、新幹線の開業等多くの鉄道網整備に合わせた拡張と八重洲口側駅ビル等の商

業施設の開発により機能を充実させ、その歴史は周辺の丸の内、八重洲の街の発展にも大

きく寄与してきました。最近では、一昨年秋に開業したエキナカ商業施設グランスタが東

京駅のエキナカを変えたという評価を得て、丸の内と八重洲を結び、街の機能も果たして

います。 
 現在も進行中の東京ステーションシティ・プ

ロジェクトは、こうした東京駅の貴重な時空の

堆積の上に「駅を街にする。周辺の街と一体的

に整備発展していく。」ことを目指す次の 100
年に向かう歴史的にも文化情報発信の面でも期

待されているプロジェクトです。 
このような東京駅と周辺の街の発展の歴史を

鉄道計画の観点と商業、業務機能や文化面から

振り返りつつ、未来へ向けた新たな展開をみせ

る東京駅の話をお聞きします。 
 

申込方法：ホームページ(http://www.enaa.or.jp)又はＦＡＸで事務局へお申し込みください。 
地下開発研究利用センター事務局 中村（Tel 03－3502－3671  FAX03－3502－3265） 

＊会場の都合により、申込者が多数にのぼる場合は、先着１００名様程で打ち切らせていただく場

合がありますので予めご了承下さい。 
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